
 
 
 
 
 

議題（１） 

 

君津都市計画公園の変更について（付議） 
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資料１-１



君津都市計画公園の変更(君津市決定) 

 

都市計画公園中５・５・１号貞元総合公園を次のように追加する。 

 

種 別 
名        称 

位  置 面 積 備 考 
番 号 公 園 名 

総合公園 ５・５・１ 貞元総合公園 君津市大字貞元字大下、大

字貞元字柳町、大字貞元字

小松、大字貞元字島屋、大

字貞元字土手下、大字貞元

字長割、大字中富字江川端、

大字中富字門樋下、大字中

富字古川跡、大字中富字溝

上、大字中富字南川跡及び

大字中富字南川原の各一部

の区域 

約 14.4ha 野球場 

屋内練習場 

クラブハウス 

他 

「区域は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

当該地区では、観戦のできる野球場を核に、スポーツを通じた交流・レクリエーション機能

や防災機能を有する総合公園として、官民が連携しながら市民のスポーツ振興や健康増進、  

関係人口の拡大、地域の活性化に資する拠点の形成を図るため、都市計画公園に貞元総合公園

を追加するものである。 
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理由書 

 

 君津市都市計画マスタープランでは、都市づくりの基本理念として、魅

力・価値を高めて次代に引き継ぐことやまちの活力と雇用を確保していく

ことを目指した「魅力あふれる持続可能な都市づくり」を進めることとし

ており、こうしたまちづくりを牽引する拠点の形成が望まれている。 

 当該地区は、君津駅南側１ｋｍ～１．７ｋｍの距離にあり、周囲は主に

農地として利用されている市街化調整区域であるものの、駅徒歩圏内かつ

幹線道路に面している特性から開発ポテンシャルが高い地区であり、民間

活力を効果的に生かし、現在の自然環境を活かしたレクリエーションに資

する土地利用の誘導が望まれている。 

 こうした中、当該地区では、観戦のできる野球場を核に、スポーツを通

じた交流・レクリエーション機能や防災機能を有する総合公園として、官

民が連携しながら市民のスポーツ振興や健康増進、関係人口の拡大、地域

の活性化に資する拠点の形成を図るため、都市計画公園に貞元総合公園を

追加するものである。 
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都市計画の策定経緯の概要書 

 

君津都市計画公園の変更 

事   項 時   期 備   考 

都市計画の案の概要の公告・縦覧 

（都市計画の原案の公告・縦覧） 

令和７年１２月１２日から 

令和７年１２月２６日まで 

縦覧者３名 

公述の申出１件 

公聴会（説明会） 令和８年２月１日 公述人１名 

都市計画の案の公告・縦覧 

令和８年２月１２から 

令和８年２月２６日まで 

縦覧者０名 

意見書提出６件 

市都市計画審議会 令和８年５月２８日  

千葉県知事への協議の申出 令和８年６月 予定 

千葉県知事の協議回答 令和８年６月 予定 

決定告示 令和８年６月 予定 
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  君津市都市計画公聴会の開催結果について 
 

君津都市計画公園（貞元総合公園）の変更にあたり、都市計画法第１６条第１項の

規定により、次のとおり君津市都市計画公聴会を開催しました。公述の要旨及び市の

考え方については、以下のとおりです。 

 

１ 案の概要の縦覧及び公述申出期間 

   令和７年１２月１２日（金）から同月２６日（金）まで 

２ 公聴会 

   開催日時 令和８年２月１日（日）午前１０時から 

  開催場所 君津市役所５階大会議室 

   公述人数 １名 

３ 公述の対象 君津都市計画公園（貞元総合公園）の変更 

４ 公述の要旨及び市の考え方  

 公述の要旨 市の考え方 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５０億円を超える、大きな投資を新

しい公園の整備に使う必要が、本当にあ

るのか。その根拠は弱いと考えており、

理由は３つある。 

１つ目、量としての必要性について。 

１人当たりの公園面積を見ると、君津

市は１１．６㎡、木更津市は９．３㎡、

市原市は９．０㎡。数字だけでも君津市

の方が既に上回っており、公園が足りな

いから、もっと大きな公園をという説明

は十分とは言えない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住民１人当たりの公園面積は、市全体の

公園の量的な充足を示す指標で、公園の広

さ・役割に関わらず、全ての公園の面積を

合計した値です。 

一方で、公園には役割に応じた種類があ

り、歩いていける範囲の住民の利用を目的

とした「街区公園」や市民全体の休息や運

動等を目的とした「運動公園、総合公園」

といった公園があります。 

このため、住民１人当たりの公園面積が

大きければ公園が充足している訳ではな

く、公園の役割・利用目的に応じた種類の

公園をバランスよく整備していく必要が

あります。 

また、市内で数・量が多いのは、住民に

身近な小規模の「街区公園」であるのに対

し、貞元総合公園は、市全体の交流・レク

リエーションに資する大規模な「総合公

園」であり、求められる広さや役割が異な

ります。 
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２つ目、既に使える資源について。 

計画地とその周辺は、今も散歩や軽い

運動の場として利用されている。田園の

景観、小糸川沿いの遊歩道、三舟山のハ

イキングコース。これらは都市公園では

ないが、市民が自然や歴史に触れられる

大切な場所である。もし市民の健康増進

が目的であれば、その場所を生かす方法

と、新たに整備する方法を比較する必要

がある。 

 

 

３つ目、財政余力と投資規模の問題。 

現在の君津市は、基金を取り崩しなが

ら市政を運営している状況で、資材価格

や人件費も上昇する中で、総事業費１５

０億円超という試算は費用が膨らむリス

クを抱えている。さらに、２軍本拠地を

見据えたボールパークという需要で、本

当に持続的な回収が可能なのか。具体的

な数字による説明が必要であり、次の３

点を文書で示してほしい。 

①投資額の上限 総事業費、各工区の

上限、物価上昇時の対応、中止判断の基

準、これらを数値で明確にしてほしい。 

②経済効果の下限 雇用、税収、域内

消費、交流人口、施設稼働率など、ここ

までは確実と言える最低ラインを示して

ほしい。 

③根拠と前提条件 需要想定、金利や

物価の前提、感度分析、代替案との比較

を誰が見ても検証できる形で示してほし

い。 

 

 

 

 

 

 貞元総合公園の整備目的は、官民が連携

しながら市民のスポーツ振興や健康増進、

関係人口の拡大、地域の活性化に資する拠

点の形成を図るためのものであり、目的は

健康増進のみではなく、これらの様々な効

果を期待するものです。 

また、ご意見にある周辺の景観、遊歩道

やハイキングコースなどは、貞元総合公園

の利用者も楽しめる資源であり、相乗効果

が期待できることから、既存の地域資源を

生かした公園整備に努めてまいります。 

 

 現在策定中の整備基本計画において、整

備する施設ごとの機能や公園全体の配置

計画、概算事業費の算定を進めているとこ

ろです。 

国の補助金・交付金や、寄附金・ネーミ

ングライツ等の民間資金を含めた多様な

財源確保に努めるとともに、千葉ロッテマ

リーンズからも応分の負担を求めること

で、財政に過度な負担のないように取り組

んでまいります。 

 また、地域への経済効果としては、公式

戦や練習試合が開催されることに伴う交

流人口の拡大や、宿泊施設や飲食店などの

利用促進による観光産業や地元商業の活

性化、球場や関連施設の整備に伴う建設需

要等、地域経済全般への波及効果も大きい

ものと考えております。 

 なお、今回の都市計画公園の決定手続き

では「公園の種類・位置・区域・規模」に

ついて決定するものであり、都市の将来

像、空間的な位置や区域等の妥当性を中心

に審議していくものになります。 

ご意見のような投資額等の市の経営的

な判断につきましては、事業の進捗状況に

併せ、市議会などにおいて充分な審議を行

ってまいります。 
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計画地は浸水想定区域いわゆる災害イ

エローゾーンに該当する。近年の法改正

では、災害リスクの高い区域での開発は

原則抑制する方向で、災害の激甚化から

安全性、適地選定を重視する方向に変わ

っている。 

この前提に照らすと、なぜこの場所で

大規模集客を伴う公園として選んだの

か、合理性が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 手続きの順番にも深刻で大きな疑問が

ある。本来ならば中長期構想への位置づ

け、都市計画審議会での議論、市民意見

の聴取、議会審議の順で進めるのが適切

ではないか。 

しかし、これら全てを後回しにして企

業公募が先に行われた。手続きの逆転が

なぜ起きてしまったのか。第三者的な検

証と再発防止策の説明が必要。 

 

貞元総合公園の整備では、都市計画法第

２９条第１項第３号並びに政令第２１条

に掲げる「公益施設」に該当することから、

開発行為の適用除外となります。そのため

都市計画法上においては、計画地で整備す

ることを制限されるものではありません

が、利用者の安全確保のため、必要に応じ

て地盤の改良を行い、観客席など多くの人

が利用する部分は、浸水深より高い位置に

配置するなど、災害リスクを低減する避

難・安全対策を検討してまいります。 

併せて、貞元総合公園には防災機能も整

備予定であるため、指定避難所に設定する

ことで地域の防災面での安全性向上に寄

与できると考えております。 

 

本件は、企業が自治体に向けてファーム

誘致を公募し、企業が目指す将来ビジョン

の方向性と本市が目指す将来都市像が合

致するものであることから、本市が応募を

行い、競争を経てファーム本拠地の移転先

候補地に決定されたものです。 

この結果を受け、住民の合意形成に取り

組むと同時に、都市計画手続きを適切に行

っております。 

なお、本件は、本市の基本構想の理念と

も合致するものであり、社会経済情勢の変

化を踏まえ、積極的に取り組んだ結果であ

るため、必要に応じた上位計画の見直し

は、適宜実施してまいります。 

 

 



（ 案 ） 

1 

  君津都市計画公園（貞元総合公園）の変更に係る案の縦覧に関する
意見書について 

 

 都市計画法第１７条第１項の規定により、都市計画の案を公衆の縦覧に供したとこ

ろ、意見書の提出がありました。意見書の要旨及び市の考え方については、以下のと

おりです。 

 

１ 縦覧期間 令和８年２月１２日（木）から２月２６日（木）まで 

２ 縦覧場所 君津市建設部建設計画課、市ホームページ 

３ 縦覧者数    ０名 

４ 意見書提出者数 １名 

５ 意見書の提出  ６件 

６ 意見書の要旨及び市の考え方  

 意見書の要旨 市の考え方 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．上位計画との整合性について 

貞元地区については、上位計画

において、広域的集客施設やスポ

ーツ拠点としての位置づけが明確

に示されてきたとは言い難いと認

識しています。貞元地区がどの上

位計画の、どの記述に基づいて今

回の計画対象地となったのか、具

体的な説明を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「具体的な事業計画が必要」と

する説明について 

市からは、都市計画の決定にあ

たって「事業が確実となる具体的

な計画が必要である」との説明が

ボールパーク整備推進事業は、総合計画基本構想

の将来都市像「ひとが輝き 幸せつなぐ きみつ」

や将来デザインの「新たな核づくりによる都市部の

活性化と多様な地区の特色に応じた拠点の形成」「

幹線道路の整備等が本市にもたらす人やモノの流

れを確実に取り込み、かずさ地域はもとより南房総

の玄関口として、活力あるまちづくりを創出」に位

置づけられる事業です。 

さらに、上位計画の本市都市計画マスタープラン

の基本理念である「魅力あふれる持続可能な都市づ

くり」「コミュニティの醸成による様々な世代が快

適に暮らせる生活の場の形成」に位置づけられる事

業です。 

加えて、本市とプロ野球運営法人が連携した取組

みは、本市総合計画基本構想の行動姿勢「多様な“

むすび”により君津の未来を創る」、本市都市計画

マスタープランの「都市機能の集積や公共施設の再

編・再配置などにあたっての民間活力の導入」に位

置づけられる事業です。 

 

 本市はファーム1本拠地の誘致にあたり、選手の移

動利便性およびファンの集客性を踏まえると、車以

外のアクセスとして駅徒歩圏内の立地が望ましい

と判断しました。その結果、貞元地区は諸条件を満

たす位置・規模であることから候補地として選定・

                                                
1 ファーム：プロスポーツにおける二軍や育成チームのこと 
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（ 案 ） 

2 

 意見書の要旨 市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

なされています。しかし、重要な

のは、当該区域が都市の将来像の

中でどのような役割を担うのか

が、市民と共有されてきたかであ

ると考えます。 

今回の計画に関しては「なぜ貞

元地区なのか」という立地の合理

性と計画上の位置づけが十分に示

されていないことが、市民の違和

感の主因であると考えます。 

 

３．市民理解と説明責任について 

都市計画決定は、土地利用規制

等を通じて市民の権利・生活環境

に直接影響を及ぼす重要な行政行

為です。そのため、以下について、

時系列に沿った丁寧な説明が不可

欠であると考えます。 

•計画が検討されるに至った経緯 

•どの段階で貞元地区が候補地と

して浮上したのか 

•それがいつ、どのように市民や審

議会と共有されてきたのか 

 

 

 

 

 

ボールパーク事業は、初期投資

額が大きく、成果の発現までに長

期間を要するため、計画段階にお

いて事業の前提条件そのものを検

証し、失敗リスクを抑制する仕組

みの構築が不可欠である。よって

計画段階から KPI を用いたマネジ

メントを導入し、需要・財政・リ

スク・出口戦略を可視化したうえ

応募し、本市が移転先候補として決定されたため、

貞元地区において整備を行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件は、プロ野球運営法人が自治体に向けてファ

ーム本拠地を公募し、プロ野球運営法人が目指す将

来ビジョンの方向性が、本市が目指す将来都市像

「ひとが輝き 幸せつなぐ きみつ」を実現に大きく

寄与するものであることから、本市が応募を行い、

駅徒歩圏内のポテンシャルを生かした貞元地区が

ファーム本拠地の移転先候補地に決定されました。 

候補地決定の結果を受け、令和７年１月２６日～ 

２７日、４月４日、同月８日に地権者説明会を実施

し、５月１６日に市民説明会、７月１８日に釜神自

治会説明会、８月７日に中富自治会説明会、１２月

２５日に地権者説明会、令和８年１月２８日に都市

計画審議会で協議、２月１日～７日にタウンミーテ

ィング2を実施するなど、合意形成に努めることで、

貞元地区を計画対象地としております。 

 

 

 応募時の試算として、プロ野球ファーム公式戦の

来場者数は、一試合当たり約１,１００人であり、

公園全体の来場者数は、年間約３０万人を想定して

います。市民利用については、国土交通省観光庁の

「スポーツを観光資源とした地域活性化」を参考

に、スポーツを「観る」「する」「支える」の観点か

ら利用・見学・体験を提供できるように検討を進め

ております。また、試合のない日においても賑わい

を創出するイベントを実施してまいります。君津市

                                                
2 タウンミーティング：住民等が集まり地域の問題や政策について話し合う会合のこと 



（ 案 ） 

3 

 意見書の要旨 市の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

で、事業判断を行うべきである。 

１．計画段階 KPI 設定の必要性 

計画段階 KPI は、以下の 4 分類

で整理されるべきである。 

（1）需要・利用想定 KPI 

年間来場者数、非試合日の稼働

率、市民利用枠比率、類似施設と

の乖離率等 

（2）財政健全性 KPI（最重要） 

初期整備費、年間運営費、1 人当

たり公費負担、自主財源比率、将

来修繕費等 

（3）リスク耐性 KPI 

需要下振れ時の影響額、最悪ケ

ースの赤字規模、外部要因による

影響、指定管理者撤退時の対応コ

スト等 

（4）代替・出口設計 KPI 

用途転用可能性、規模縮小時の

固定費、見直し判断年数、契約見

直し条項等 

２．KPI 運用に関する意見 

計画段階 KPI は、以下の運用ル

ールと一体で提示することによ

り、計画の妥当性を事前に検証し、

後戻りできない判断を避けること

が可能となる。 

①KPI 前提条件の明示 

②数値根拠の提示 

③楽観・標準・悲観の複数ケー

ス設定 

④悲観ケース時の具体的対応策 

⑤修正・保留・中止判断の条件

明文化 

 

公述意見において指摘された主

要論点のうち、計画判断の前提と

なる数値的根拠や判断基準につい

ては、十分に示されているとは言

が整備する部分における総事業費は約１５０億円

であり、光熱水費等の年間維持管理費は約７，４０

０万円、将来修繕費は３０年間で約２６億円を想定

しております。整備に要する財源は、補助金約４５

億円、起債約９５億円、一般財源約１０億円を想定

しております。 

また、供用開始後もプロ野球運営法人から応分の

負担を求めることで、財政に過度な負担のないよう

に想定しております。 

今後必要な、リスク対策については引き続き検討

してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 君津市が整備する部分における総事業費は、約 
１５０億円です。この総事業費は、現在の社会情勢

の中で想定しうる物価・人件費上昇や金利上昇分を

見越したシミュレーションにより事業費算出を行
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い難いと考えます。 

特に、総事業費が 150 億円を超

える可能性が示唆されている中

で、 

・総事業費の上限 

・事業縮小または中止を判断する

具体的基準 

・経済効果の下限見込み 

・物価・人件費上昇時の感度分析 

といった点が明示されていないこ

とは、市民に対する説明責任の観

点から、看過できない課題です。

また、既存の地域資源活用や代替

案との比較、浸水想定区域におけ

る立地選定の合理性についても、

定性的説明にとどまらず、比較可

能な形での情報提示が求められま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、当該計画の縦覧では平面

計画図のみが提示されており、豪

雨時の外水・内水氾濫リスクや堤

防の健全性・越水余裕等を判断す

るための断面情報・水位条件・施

設能力が確認できません。 

小糸川の越水・破堤リスクを定

量的に評価し、住民・関係者が適

切に理解・意見形成できるよう、

っており、市の財政としても、君津市の行財政運営

が可能なものとなっています。 
経済効果は、球団への提案時では整備段階で約 

３００億円、施設の運用開始後は年間約１９億円の

効果を見込まれるほか、市民の健康意識の向上等に

伴う健康寿命の延伸も期待しております。 

また、既存の地域資源活用については、貞元総合

公園（ボールパーク）を核とする観光拠点とするこ

とにより、君津駅周辺から本公園までのウォーカブ

ル化3を併せて進めていき、沿道事業者への経済効

果を波及させていくことを目標として、プロジェク

トチームにおいても、現在機運醸成に関する取り組

みを進めてまいります。 
貞元総合公園整備箇所が浸水想定区域における

立地選定の合理性については、貞元総合公園を防災

公園（広域避難地）として整備することにより、大

震火災等の災害が発生した場合において、主に広域

的な避難地としての役割を担い、併せて想定最大規

模の浸水災害が発生した場合でも、命を守れる場所

を新たに創設することにより、貞元総合公園周辺や

市街化区域内の住民に対する安全性の向上を図る

ことができることから、本整備箇所に防災公園（広

域避難地）を新設することにメリットがあると考え

ます。また、これまでは小糸川を渡らないと一次避

難地に行けなかった中富・釜神・下湯江地区の一次

避難地としても、活用することができ、より安全性

の向上を図ることができます。 
 

貞元総合公園の整備予定地周辺は、昭和４５年７

月に発生した小糸川の氾濫で甚大な被害を受けて

おり、水害対策は地域の切実な願いであると認識し

ております。 

本市から県に要望を行い洪水対策に有効な小糸

川の浚渫工事が、令和７年度から令和１１年度まで

の５年間で実施されることとなりました。引き続き

連携を強化しながら進めてまいります。 

加えて、現在整備予定地周辺の浸水シミュレーシ

                                                
3 ウォーカブル化：まちを徒歩で安全・快適に移動できるように整備すること 
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以下の技術資料の追加提示を要請

します。 

1.縦覧資料の充実 

河川・堤防の基礎データ、排水

施設能の力・運用条件、浸水シミ

ュレーション、地域別の詳細資料

（貞元総合公園・君津駅周辺等） 

2.住民向け説明会の開催（専門家

同席） 

堤防の高さと水位の関係、外水

／内水の違い、避難する水位と避

難動線 

3.質疑応答の記録と公開 

4.意見受付期間の延長（資料追加

後、最低 2 週間程度） 

5.計算条件の明示 

6.貞元総合公園の断面図・地盤

高・雨水処理計画の提示 

7.樋門・ポンプの停電・故障時の

対策 

8.高潮と豪雨が重なった場合の浸

水リスクの提示 

9.橋梁・蛇行部（例：富久橋付近）

の局所的なリスクと対策 等 

 

１．財政健全性の観点 

市民生活に関わる補助制度の見

直しが行われる一方で、ボールパ

ークのような大型ハード整備に多

額の市費が投入されるのであれ

ば、以下の情報の事前公開が不可

欠です。 

①初期投資額（市負担分）の明示 

②維持管理費・更新費（ライフサ

イクルコスト）の試算 

③収支予測の前提条件（入場者数、

スポンサー収入等）の合理性 

ョンを実施しており、その結果を公園の設計・施工

に的確に反映し、リスクを低減できるハード面・ソ

フト面での対策を検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募時の試算として、君津市が整備する部分にお

ける総事業費は約１５０億円、光熱水費等の年間維

持管理費は約７，４００万円、将来修繕費は３０年

間で約２６億円を想定しております。整備の総事業

費、年間維持管理費、将来修繕費は、現在の社会情

勢の中で想定しうる物価・人件費上昇や金利上昇を

見越したシミュレーションにより算出を行ってお

り、君津市の行財政運営が可能なものとなっており

ます。貞元総合公園の整備費用、年間維持管理費、

将来修繕費については、国の補助金・交付金や、寄

附金・ネーミングライツ4等の民間資金を含めた多様

な財源確保に努めるとともに、プロ野球運営法人か

                                                
4 ネーミングライツ：企業等が施設・建物などの名前を命名する権利を取得すること 
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④市の財政に与える影響（最悪シ

ナリオを含む） 

 

２．維持費（ランニングコスト）

負担の重大性について 

大規模スポーツ施設では、以下

の支出が継続的に必要とされま

す。 

•芝生・グラウンド保守費 

•照明・電気設備維持管理費 

•光熱費（照明・空調・給排水） 

•清掃・警備・委託費 

•老朽化対策としての更新費 

これらの経費は集客が落ちた場

合でも必ず発生する固定費であ

り、もし計画どおりの集客が得ら

れなかった場合、結果として市財

政を恒常的に圧迫し、最終的には

市民負担となる可能性がありま

す。 

現在、自治会補助金や健康診断

補助など、市民生活に直結するサ

ービスが削減されており、以下の

説明が必要です。 

①維持費（単年＋長期）の明確な

試算 

②30 年間の総費用と便益を示す

LCC（ライフサイクルコスト）分

析 

③想定収入が得られなかった場合

の対応方針 

 

３．公平性の観点 

ボールパークの便益は現状、一

部の企業、一部の野球ファン、特

定の業界に限定される可能性があ

ると指摘されています。一方、財

らも応分の負担を求めることで、財政に過度な負担

のないように取り組んでまいります。 

 

応募時の試算として、光熱水費等の維持管理費は

年間約７,４００万円、将来修繕費は３０年間で約

２６億円を想定しており、寄附金・ネーミングライ

ツ等の民間資金を含めた多様な財源確保に努める

とともに、プロ野球運営法人からも応分の負担を求

めることで、財政に過度な負担のないように取り組

んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貞元総合公園は、試合観戦のみならず、地域に対

して開かれた公園として整備してまいります。 

公園整備により、新たな商業圏が期待されること

やシビックプライド5の醸成に大きく寄与するもの

と考えており、試合がない日においても様々なイベ

                                                
5 シビックプライド：自分の住む街や地域に対して、住民が誇りや愛着を持つ気持ちのこと 
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政負担や事業失敗時のリスクは全

市民が負担する構造です。事業の

公平性をどのように担保するの

か、行政見解の提示が必要です。 

 

 

 

 

 

４．行政の透明性と説明責任 

大規模公共事業には、行政への

信頼を左右するほどの影響があ

り、次の情報公開と仕組みが必要

です。 

①基本計画・費用試算・収支予測

の全面公開 

②まちづくり基本構想との整合性

に関する行政内検討資料の公開 

③赤字・集客不足・スポンサー撤

退などリスクシナリオの開示 

④市民参加型の公開討論会・説明

会の開催 

⑤第三者（学識経験者）による中

立的評価 

 

君津市（事業者）に求める説明と

資料の開示（要求事項） 

A.法令適合の総括表と手続計画 

•都市計画法 29 条適用除外の根拠

（都市公園の公園施設該当性）

と範囲の明示。 

•建基法 39 条・土砂法・水防法・

河川法ほか必要な許可・協議・

届出の一覧（所管、時期、根拠

条文・図面）の提示 

B.ハザード重ね合わせと想定外力

の明示 

•洪水（外水）・内水・高潮・土砂・

家屋倒壊等氾濫想定（流速・到

ントを実施し、年間の賑わいを創出することで、新

たな人の流れを生むことによる地域発展を目指し、

本市全体の地域活性化を図ります。 

経済効果は、球団への提案時では整備段階で約 

３００億円、施設の運用開始後は年間約１９億円の

効果を見込まれるほか、市民の健康意識の向上等に

伴う健康寿命の延伸に寄与するものであると考え

ております。 

 

現在策定中の整備基本計画において、整備する施

設ごとの機能や公園全体の配置計画、概算事業費を

算定しているため、策定後に当該情報を公表してま

いります。 

貞元総合公園の整備費用については、国の補助

金・交付金や、寄附金・ネーミングライツ等の民間

資金を含めた多様な財源確保に努めるとともに、プ

ロ野球運営法人からも応分の負担を求めることで、

財政に過度な負担のないように取り組んでまいり

ます。今後も事業進捗に合わせて、適時適切に住民

説明会を開催するなど、丁寧な説明に努めてまいり

ます。 

 

 

 

 

都市公園は、都市計画法第２９条第１項第３号の

「公益施設」に該当し、「公益施設」は都市計画法

施行令第２１条第１項第３号の「都市公園法第２条

第２項に規定する公園施設である建築物」に該当す

ることから、開発行為の適用除外となります。また、

その他関係法令に関する手続きについては、事業進

捗に合わせて適時適切に進めてまいります。 

貞元総合公園の整備予定地周辺の浸水対策に関

しては、本市から県に要望を行い、洪水対策に有効

な小糸川の浚渫工事が、令和７年度から令和１１年

度までの５年間で実施されることとなりました。引

き続き連携を強化しながら進めてまいります。 

加えて、現在整備予定地周辺の浸水シミュレーシ

ョンを実施しており、その結果を公園の設計・施工
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達時間・継続時間）の最新図面

重ね合わせと、想定最大規模降

雨・高潮などの前提を文書化。 

C.堤防・排水・内水対策の設計条

件 

•断面図・堤防高・越水余裕高、敷

地 GL 設定、排水（ポンプ能力・

無停電時運転）、滞水対策（貯

留・溢水経路）を数値で提示。 

D.建築・設備の安全設計 

•重要設備（受変電・非常用発電・

制御室）高所化、開口部止水、

逆流防止、躯体・外構の耐侵食・

耐浮力等。レッド該当時の構造

規制（RC 壁等）適合性を図面・

計算で提示。 

E.運用面（避難確保計画・運営マ

ニュアル） 

•開催中の気象・水位・土砂警戒情

報に連動した開催中止・段階避

難・全員退避のしきい値、誘導

体制、要配慮者対応・多言語、

訓練計画。水防法の避難確保・

周知の手引との整合を明示。 

F.関係機関連携 

•河川管理者・消防・警察・交通事

業者との協議記録・協定書、連

携指揮系統・通信系の整備状況

を提示。 

G.国土強靱化・市地域計画との整

合 

•市の国土強靱化地域計画におけ

る最悪事態シナリオ・KPI と計画

の整合を明記。 

 

２.具体的な懸念点（例示） 

①「適用除外＝安全性は大丈夫」

という説明の不正確さ  

都市計画法の適用除外は他法令

に的確に反映し、リスクを低減できるハード面・ソ

フト面での対策を検討してまいります。 

貞元総合公園を防災公園（広域避難地）として整

備することにより、大震火災等の災害が発生した場

合において、主に広域的な避難地としての役割を担

い、併せて想定最大規模の浸水災害が発生した場合

でも、命を守れる場所を新たに創設することによ

り、貞元総合公園周辺や市街化区域内の住民に対す

る安全性の向上を図ってまいります。また重要設備

については、浸水しない場所に設置する等、広域避

難地として機能するように取り組んでまいります。 

また、「君津市国土強靭化地域計画」「君津市地域

防災計画」等の関連計画と整合を図り、関係機関と

連携して、緊急事態に備えてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貞元総合公園の整備は、都市計画法第２９条第１

項第３号及び都市計画法施行令第２１条の「公益施

設」に該当するため開発行為の適用除外となります

が、整備に当たり、想定されるリスクへの対応は必
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を免除しない。原則禁止の運用も

あるため、「適用除外だから OK」は

誤解を招き、市民のリスク認知と

避難行動を阻害する。 

②イエローゾーンの“制限なし”

の扱い 

土砂法上の直接制限はなくと

も、がけ条例・設計配慮・避難体

制は不可欠。集客時の群集安全を

伴うため、一層の慎重性が必要。 

③内水氾濫の軽視 

近年の豪雨では内水が頻発。排

水能力・ポンプ計画・無停電対策

が、避難の成否と資機材の維持を

左右する。 

 

３．要望・求める対応 

•上記 A〜G の資料を審議会の前ま

でに公開し、市民説明会を開催

すること。 

•縦覧図書を災害安全の観点から

補充し、専門家の第三者レビュ

ー結果を併せて公表すること。 

•計画の実施設計・施工・運用の各

段階で、避難訓練・連携訓練を

年次実施し、結果と改善計画を

公開すること。 

要であると考えております。 

貞元総合公園の整備予定地周辺は、「君津市地域

防災計画」において「排水の困難な地区」であるた

め、小糸川の河川管理者と連携しながら、緊急事態

に備えてまいります。 

なお、貞元総合公園の整備予定地周辺の浸水対策

に関しては、本市から県に要望を行い洪水対策に有

効な小糸川の浚渫工事が、令和７年度から令和１１

年度までの５年間で実施されることとなりました。

引き続き連携を強化しながら進めてまいります。 

加えて、現在整備予定地周辺の浸水シミュレーシ

ョンを実施しており、その結果を公園の設計・施工

に的確に反映し、リスクを低減できるハード面・ソ

フト面での対策を検討してまいります。 

 

 

今後も事業進捗に合わせて、適時適切に住民説明

会を開催するなど、丁寧な説明に努めてまいりま

す。 

 

 

 

※今回の都市計画公園の決定手続きは、「公園の

種類・位置・区域・規模」について決定するもので

あり、都市の将来像、空間的な位置や区域等の妥当

性を審議していただくものになります。 

 



千葉ロッテマリーンズマリーンズファーム本拠地の誘致

◆令和６年２月に㈱千葉ロッテマリーンズが自治体
に向けてファーム誘致を公募。同社が目指す将来
ビジョンの方向性と本市が目指す将来都市像が合
致するものであることから本市も応募し、令和７
年３月２５日にファーム本拠地の移転先候補に決
定。同年４月１０日に同社とファーム本拠地移転
に関する基本協定を締結。

◆ファーム誘致を契機として、こどもの成長支援、
市民の健康増進やまちの賑わい創出、交流人口の
拡大による地域経済の活性化、市民のシビックプ
ライドの向上と本市の更なる発展を目指す。

基本協定の概要

◆目的

◆運用期間

◆事業内容と役割分担

双方が相互に連携・協力し、スポーツによる地域の活性化、市民の健康増進、及び選手育成機
能の強化等を図ることを目的とする。

・供用開始目標は、令和１２年１月末

・運用期間は、供用開始から３０年間

君津都市計画公園の変更について

1

◆全体スケジュール

◆概算事業費

約１５０億円（市整備部分）

事業概要

１ ボールパーク整備推進事業

基本協定締結式（R7.4.10）

①君津市
・貞元地先の用地約１４．８ｈａの取得
・開発にかかる手続及び造成工事の実施
・野球場（スタジアム）、野球場（グラウンド１）、屋内練習場、クラブハウス及び外構の整備
②千葉ロッテマリーンズ
・市が取得した土地に野球場（グラウンド２）、

寮、その他選手育成に必要な施設を整備
・土地及び施設の使用の対価を市に支払う
・公式戦や交流イベント等を通じ、スポーツ

エンターテインメントがもたらす感動と幸福
を提供することにより、市民の健康増進、
スポーツ振興及び関係人口の拡大や地域の
経済的発展並び シビックプライドの向上等
に貢献するよう努めるとともに、市民との
交流イベント（広域的な交流を含む。）、
その他市民による利用について最大限の配慮
を行う。

2025（R7）年度 2026（R8）年度 2027（R9）年度 2028（R10）年度 2029（R11）年度

用地・農地規制関連

地区計画検討・策定 開発協議

都市計画決定

基本計画策定

設計・
施工者選定 基本設計・実施設計 工事

造成設計 造成工事

2030（R12）年1月→
供用開始

地域連携活動

・令和７年度
基本計画策定、造成設計、不動産鑑定、都市計画・農地等各種規制
に基づく手続き、基金設置、各種補助金・寄附金等の検討・獲得

・令和８～９年度
造成工事、補助金・寄附金等の獲得

・令和１０～１１年度
施設の建設、補助金・寄附金等の獲得

資料１ 参考資料①



君津都市計画公園の変更について

￥

概要

2

３ 都市計画手続き２ 住民説明

・千葉ロッテマリーンズファーム本拠地の整備に関し、貞元地先に必要な
用地を取得し、都市計画公園として施設の整備を行う。

・令和８年度からの都市計画事業に向けた手続きを順次進めていく。

内容

観戦のできる野球場を核に、スポーツを通じた交流・レクリエーション
機能や防災機能を有する総合公園として、官民が連携しながら市民のス
ポーツ振興や健康増進、関係人口の拡大、地域の活性化に資する拠点の形
成を図るため、都市計画公園に貞元総合公園を追加する。

◆君津都市計画公園の変更（貞元総合公園 約１４ｈａの追加）

スケジュール

令和７年１０月３０日 県事前協議申出
１２月 ２日 県事前協議回答
１２月１２日～２６日 都市計画の案の概要の公告・縦覧

令和８年 １月２８日 君津市都市計画審議会（中間報告）
２月 １日 公聴会
２月１２日～２６日 都市計画の案の公告・縦覧
５月２８日 君津市都市計画審議会（付議）
６月（予定） 千葉県知事への協議申出
６月（予定） 千葉県知事から協議回答
６月（予定） 決定告示

◆地権者説明会

￥

令和７年４月４日・４月８日

・２日（両日とも同内容）に分けて、地権者に対して事業内容や今後の
スケジュール等について説明し、質疑応答を行った。

・４月４日は３５名、４月８日は１８名の延べ５３名が出席した。

令和７年５月１６日

令和７年７月１８日

令和７年８月７日

令和７年１２月２５日

令和８年２月１日・５日・７日

◆千葉ロッテマリーンズのファーム本拠地移転に関する説明会
・地権者、耕作者、農業関係者、ファーム本拠地の周辺住民を対象に説
明会を開催。

・内容としては、事業内容や今後のスケジュール等の説明、農業の地域
計画の変更に関する協議を行った。

・また、第２部として地権者を対象に、今後の土地利用に関する同意書
等の提出を依頼した。

・当日は１２０名を超える出席があった。

◆貞元（釜神）自治会説明会
・５月１６日以降の事業の進捗状況、今後のスケジュール、土地利用に
関する同意書等の取得状況について説明し、質疑応答を行った。

・５月１６日以降の事業の進捗状況、今後のスケジュール、土地利用に
関する同意書等の取得状況について説明し、質疑応答を行った。

◆中富自治会説明会

◆地権者説明会
・午後２時からと午後６時からの２回（両時間とも同内容）に分けて、
貞元自治会・中富自治会からの要望書に対する回答、事業の進捗状況、
今後のスケジュールについて説明し、質疑応答を行った。

◆タウンミーティング
・本年度中に策定を予定している、（仮称）貞元総合公園整備基本計画
の策定にあたり、君津市総合計画（後期基本計画）のタウンミーティ
ングと共催で開催する。

・開催場所は、君津地区、小糸地区、清和地区、小櫃地区、上総地区の
計５か所。



貞元総合公園 ゾーニング図
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まちづくりタウンミーティング結果について 

  

１ 概要 

  令和８年２月１日～７日に君津市の現状や千葉ロッテマリーンズファームの本拠地移転

プロジェクトの状況等を共有し、今後のまちづくりについて共に考える場とするため、市

内５会場でタウンミーティングを開催し、１５２名の方に参加いただいた。 

 

２ 内容 

① 君津市の現状等について 

② 千葉ロッテマリーンズファーム本拠地移転プロジェクトについて 

 

期日 場所 参加数 

令和８年 

２月１日（日） 

小櫃公民館・講堂 
グループワーク ２３名 

傍聴       ２名 

上総地域交流センター・多目的ホール 
グループワーク ２９名 

傍聴       ５名 

２月５日（木） 生涯学習交流センター・多目的ホール 
グループワーク ３６名 

傍聴      １８名 

２月７日（土） 

清和地域拠点複合施設（おらがわ） 

２階 会議室３ 

グループワーク １２名 

傍聴       ５名 

小糸公民館・講堂 
グループワーク １３名 

傍聴       ９名 

 
 

合計 

グループワーク １１３名 

傍聴        ３９名 

合計        １５２名 

 

３ 結果 

  別紙のとおり（ボールパーク部分抜粋） 
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小櫃 上総 君津 清和 小糸

・トレーニングルーム
・テーマパークのような施設
・スポーツ教室や健康体操
・富士山が見える展望台
・映画館
・食事ができるところ
・日帰り温泉、サウナ など

・医療機関や物産館
・モーターショー
・商業施設や周辺開発
・フリーマーケット、カフェ
・コンサート
・高齢者がスポーツできる環境
など

・温泉や宿泊施設
・ほかのスポーツができる設え
・四季を感じられる空間
・地域の食材を使ったレストラン
・遊具の充実（アスレチック）
・学校、保育所の運動会
・多目的ホール など

・都内から遊びに来る仕掛け
・熱気球
・富士山が見える展望台
・プール、温泉
・アスレチック
・無料または低価格なジム
・中高生が遊べるところ など

・コンコースはいいと思う
・こどもが遊べる場所と遊具
・トライアスロン
（プール、自転車、ラン）

1

① 公園内に何があれば行ってみようと思いますか。

小櫃 上総 君津 清和 小糸

・１軍選手も含むファン感謝デー
・２０歳のつどい
・音楽フェス
・展覧会 など

・コンサート、ツアー
・野外イベント、キッチンカー
・ハイキングコース
・高校野球の予選
・テレビや映画のロケ など

・野球体験会、野球博物館
・社交場（コミュニティーの場）
・野外ステージのイベント
・フェス、花火大会
・市民農園（農産物の販売）など

・まちづくりイベント
・テレビや映画のロケ
・野外コンサート
・農業まつり、農機具の展示会

・コンサート
・特産品の販売
・１軍選手を含むファン感謝デー
・フリーマーケット
・音楽フェス など

小櫃 上総 君津 清和 小糸

・グラウンド整備 ・イベントの出店
・上総の観光につなげたい

・交通整理
・大型免許の活用
・美化清掃
・こども対象のイベント
・駅前からＢＰまでの活性化など

・草刈り
・駐車場整理
・地場産品の販売、ＰＲ

・ボランティア

小櫃 上総 君津 清和 小糸

・若い世代に来てもらいたい
・

・子育て世代が来たくなるまち
・観光と連携し発展してほしい

・市の収入が増え市民が楽しめる
まち
・マリーンズと小中学校の連携
・君津地区以外の交通面の改善
・友達に進められるまち など

・人が増えて駅前が活性化する
・少年野球人口が増えてほしい
・シビックプライドの向上
・関係・交流人口の増加

・マザー牧場や鴨川シーワールド
と連携した宿泊ツアーの企画
・働く場所の確保
・駅前の活性化と若者の定住促進
・ＢＰを中心に民間事業者の出店

② スタジアムや野球場について、野球以外でどのようなことに使いたいですか。

③ ボールパークの運営の当事者として携わりたいですか。

④ ボールパークができた後、君津市がどのようなまちになってほしいですか。

小櫃 上総 君津 清和 小糸

・地域間格差が心配である
→全域に経済効果が波及してほしい
・駐車料金に配慮してほしい
・お金に換えられない価値がある
・費用対効果の説明が少ない

・市民が恩恵を受けられるように
工夫してほしい
・賑わいができる施策（小糸川の
利用、キャンプなど）の展開
・駐車場は有料にすべき
・ひとり暮らしの高齢者等を対象
にした観戦ツアー

・交通渋滞や騒音、ポイ捨て等の
対策が必要
・法規制や物価高などハードルは
高いが、所期の目的を見失わず、
愛着が持て賑わいのある施設に
なってほしい

・中高校生とか若い世代に意見を
求めるべき
・未来のことも大事だが、現在の
課題も解決しないといけない
・各地区の伝統的なまつりも形を
変えて続けてほしい

・公民館再整備を進めてほしい
・ボールパークは市外からも人を
呼び込まないと経済が成立しない
・市内の魅力発信

＜その他（意見・要望）＞

～千葉ロッテマリーンズファーム移転関係～
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1 

周辺環境への影響及び対策に関する調書 

周辺環境への影響 現況、予測、対策（環境保全措置） 

〇生活環境の保全 ①日照、通風 

＜現況・予測＞ 

・公園内施設のうち、野球場（スタジアム）、クラブハウス、屋内練習場等

の高さのある建築物について、日影が周辺農地に落ち、日当たりが悪く

なり農作物の生育に影響を与えることが懸念されるため、日影図にて検

証を行いました。 

・日影図での検証は、農地の作付～収穫時期までの影響が分かるよう、春

分（3/21 頃）、夏至（6/23 頃）、秋分（9/23 頃）、冬至（12/21 頃）にお

ける日影を検討しました。 

・その結果、最も高さのあるスタジアムの観客席部分の日影（西側の君津

駅前線を超えて農地に落ちる部分）は、春分、夏至、秋分でなかった。 

なお、農作物の収穫後が想定される冬至は、1年で最も日影が長くな

るとされており、建築物の西側の君津駅前線を超えて農地に落ちる時間

は、1 時間未満であった。 

＜図面＞ 

・別添図１：日影図 

 

②騒音 

＜現況・予測＞ 

・ファーム公式戦の興行時には、応援音（拍手・声援）・場内アナウンス・

BGM 等の騒音が発生することが想定される他、来場車両の集中による交通

騒音の増加が、周辺道路沿線において予測されます。 

・試合は主に週末の昼間帯に実施されるため、深夜騒音の影響は限定的と考

えられますが、ナイター開催時には夜間騒音への配慮が必要と考えられま

す。 

＜対策＞ 

・場内音の外部への漏洩の抑制のため、スタジアム設計段階において、屋根・

外壁に吸音材・遮音構造の採用を検討します。（参考：ZOZO マリンスタジ

アムでは屋根部分に木毛セメント板を設置し、吸音効果を高めています） 

・スタジアムの配置・向きについて、周辺住宅地への音の伝播を考慮した計

画とする他、スタジアム外周においては遮音性の高いフェンス・植栽帯の

設置を検討します。 

・試合日における鳴り物応援については、ZOZO マリンスタジアムでは、許可

を得た者以外の鳴り物使用を禁止しており、これに倣い、許可制や全面禁

止等の運用管理基準を設けることを検討します。 

・試合・イベント開催時には、スタジアム外周複数箇所において定点騒音観

測を実施し、状況に応じて音量調整等の対応を実施します。 

資料１ 参考資料②
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周辺環境への影響 現況、予測、対策（環境保全措置） 

・コンサート等の大型イベント開催時には、音出し可能時間・スタジアム内

騒音基準値を設定し、基準値超過時には音量調整を依頼する体制の整備を

検討します。（参考：ZOZO マリンスタジアムでは施設貸出時に同様の対応

を実施） 

・外周のイベントスペースについては夜間（22時以降）の運営を行わないな

ど、時間帯による制限を検討し、ナイター開催時間については、地域への

影響を考慮し、終了時刻の上限設定等の運用ルールの策定を検討します。 

 
〇交通への負荷 ①交通渋滞予測 

＜現況・予測＞ 

・ファーム公式戦の興行は週末の昼に実施されるため、その際の交通への

影響を、令和８年３月の交通量調査結果及び野球開催時の来場交通量の

予測値を用い、自動車交通処理及び歩行者交通処理の両面から交通影響

の検討を行いました。 

・その結果、交差点需要率及び車線別交通容量比では、いずれの地点にお

いても交通処理上の問題が生じる目安の値を下回っており、交差点及び

車線別の交通処理の観点から問題ない水準であることを確認しました。 

・右折交通については、将来交通量の増加により、地点１（人見４流入

部）及び地点３（富津市西大和田流入部）の平日では、必要滞留長が現

況の右折車線の滞留長を上回る結果となり、右折車両の滞留の延伸によ

る直進交通への影響が生じる可能性があります。 

・歩行者交通については、野球開催時の歩行者交通量を 804 人／時とし

て、歩道のサービス水準を検証した結果、いずれの評価地点においても

サービス水準 A（自由歩行）となり、歩行者交通処理について問題ない

水準であることが確認されました。 

＜対策＞ 

・自動車交通処理の面での地点１（人見４流入部）及び地点３（富津市西

大和田流入部）での右折車線の滞留長不足への対応として、以下のソフ

ト対策と、必要に応じたハード対策が考えられます。 

●交通運用面での対応（ソフト対策） 

➤国道 127 号からの来場車両の誘導（プロ野球運営法人と協力した来

場ルート周知、看板設置等により、地点１の右折車両を左折車両に

誘導） 

➤混雑時間帯の分散化（来場時間の分散周知）  

➤信号現示の見直し（信号サイクル長の短縮） 等 

●交差点改良による対応（ハード対策） 

➤必要に応じ、右折車線の総延長の延伸による必要滞留長の確保 等 

＜図面＞ 

・別添図２：交通量調査報告書概要版 
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周辺環境への影響 現況、予測、対策（環境保全措置） 

②通学路の安全性 

＜現況・予測＞ 

・整備予定地周辺は、貞元小学校、君津中学校の通学区域に該当してお

り、整備予定地及び周辺では君津駅前線、六手貞元線、県道君津大貫

線、県道君津青堀線や市道４号幹線等が通学路に指定されています。 

・ファーム公式戦は主に週末昼の開催ですが、平日でも球団関係者や公園

利用者の車両の出入は考えられるため、登下校時には安全対策が必要と

考えられます。 

＜対策＞ 

・君津駅前線、六手貞元線は両側に歩道、県道君津青堀線と県道君津大貫

線、市道４号幹線は片側に歩道が整備されており、注意喚起看板等の安

全対策がされています。 

・整備予定地周辺の県道君津青堀線や市道４号幹線では 30㎞/h、県道君津

大貫線では 40 ㎞/h の速度規制があります。 

・交通状況に応じて、交通誘導員を配置することで、更なる安全対策が図

られます。 

＜図面＞ 

・別添図３：通学路指定状況等 

 

③緊急車両の通行ルート 

＜現況・予測＞ 

・整備予定地周辺には、千葉県の緊急輸送道路の指定はないものの、君津

市地域防災計画（震災編）では、君津駅前線と六手貞元線は主要道路に

該当することから、迅速かつ適切な輸送体制の確保に努めることとなっ

ています。 

・ボールパーク内での公式戦興行時に震災が発生した場合、車による周辺

住民の避難や観客の大量避難、駐車場の出入の混雑等で、上記の主要道

路が渋滞し、緊急車両の進入が難しくなる事態が懸念されます。 
＜対策＞ 

・整備予定のボールパークは防災拠点としての機能を整備予定であり、フ

ァーム公式戦の興行時は、観客を無理に自家用車で帰宅させないよう、

公共交通での移動を推奨することや、ボールパーク内に留まって避難で

きるよう、備蓄計画や避難場所としての整備を行います。 

更に、予めこれらの事態を想定した避難計画を策定し、避難訓練を実

施等の対策を講じることで、緊急車両の通行ルートの確保に寄与するこ

とができます。 
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周辺環境への影響 現況、予測、対策（環境保全措置） 

〇自然環境・景観

の保全 

①周辺農地への影響 

＜現況・予測＞ 

・整備予定地周辺は、水田等のまとまりのある農地が広がり、集落が点在

しています。 

・施設完成後は、夜間のナイター照明により、周辺農地での農作物の生育

不良や住宅地への影響が懸念されます。 

＜対策＞ 

・光の向きを限定できる照明の採用や照度の調整等により、周辺の農地や

住宅地への光漏れを最小限に抑えます。 

 

②景観の調和 

＜現況・予測＞ 

・現況は、まとまりのある農地と住宅が点在する景観となっています。 

・施設により、緑の減少や周囲と調和しない人工構造物による景観悪化が

懸念されます。 

＜対策＞ 

・植栽による地区内緑化に努めるとともに、君津市景観計画に定めた色彩

基準を満たすようにすることで、周辺環境と調和した景観形成を図りま

す。 
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■別添図３：通学路指定状況等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
貞元総合公園 

予定地 

 

出典：Google マップ 

・両側に歩道が整備されている。 

 

 
 

 
出典：Google マップ 

・片側に歩道が整備されている。 

・通学時間帯に限った規制はない

が、40 ㎞/h の速度規制、駐車

禁止の規制あり。 

  

出典：Google マップ 

・片側に歩道が整備されている。 

・通学時間帯に限った規制はないが、 

40 ㎞/h の速度規制、駐車禁止の規

制あり。 
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貞元総合公園における防災公園（広域避難地）の位置付けについて

貞元総合公園
【広域避難地】
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●貞元総合公園・内みのわ運動公園を広域避難地として運用すれば、
市街化区域及び貞元総合公園近隣集落の市民の避難地として概ねカバーできる。
⇒市街化区域内の市民に対してもメリットがある。

内みのわ運動公園
【広域避難地】

君津市民文化ホール
【地域防災拠点】

至：君津ＩＣ⇒
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